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予防重視型システムへの転換予防重視型システムへの転換



高 　 　 　 齢 　 　 　 者

〈 要 介 護 認 定 〉
　 ○ 要 介 護 状 態 区 分 の 審 査

＋

　 ○ 状 態 の 維 持 又 は
　 　 改 善 可 能 性 の 審 査

要 支 援 ・ 要 介 護 者

非 該 当 者

要 支 援 ・ 要 介 護 に
な る お そ れ の あ る 者
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現 行 の 要 支 援 者
＋

要 介 護 １ の 一 部

要 介 護 者

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー
（ 介 護 予 防 マ ネ ジ メ ン ト ）

居 宅 介 護 支 援 事 業 所
（ ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 事 業 者 ）

地 域 支 援 事 業
(介 護 予 防 サ ー ビ ス )

例 ） 転 倒 骨 折 予 防 教 室
　 栄 養 指 導 　 等

新 予 防 給 付

○ 既 存 サ ー ビ ス
→ 内 容 ･提 供 方 法 を 見 直 し

○ 新 た な サ ー ビ ス の 導 入
→ 効 果 の 検 証 を 踏 ま え 導 入

介 護 給 付

例 ） 訪 問 介 護
　 　 通 所 介 護
　 　 訪 問 看 護
　 　 特 養 等 施 設 　 な ど

× 要 支 援 者 要 介 護 者
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の あ る 者 × ×

要 支 援 ・ 要 介 護
状 態 に な る こ と

の 防 止

重 度 化 防 止

地 域 支 援 事 業 新 予 防 給 付

介 護 予 防 の
ス ク リ ー ニ ン グ

介 護 給 付

予防重視型システムへの転換（全体概要）



介護認定審査会における新予防給付

対象者選定のイメージ

保険給付と要介護状態

区分のイメージ

新しい要介護認定
要介護状態区分の審査

状態の維持又は
改善可能性の審査

＋

（新）要介護者（新）要支援者

∥∥

介護給付新予防給付

※現行の認定調査項 目
（79項目）に加え､高齢
者の生活機能を評価す
る調査項目を追加

※主治医意見書におい
ても、高齢者の生活機
能の評価を拡充

※「要支援」の方々及び「
要介護１」のうち改善可
能性の高い方々を対象
者として選定

介護認定審査会

要支援 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

要支援１

要介護１

要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５要支援２

要支援者 要介護者

予防給付 介護給付

旧区分：



○○ ((新新))予防給付対象者の選定の考え方予防給付対象者の選定の考え方

① 疾病や外傷等により、
心身の状態が安定していない心身の状態が安定していない状態

○ 脳卒中や心疾患、外傷等の急性期や慢性疾患の急性増悪期で、心身の状
態が不安定であり、医療系サービス等の利用を優先すべきもの

○ 末期の悪性腫瘍や進行性疾患（神経難病等）により、急速に状態の不可
逆的な悪化が見込まれるもの 等

② 認知機能認知機能や思考・感情等の障害により、十分な説明を行ってもなお、新予新予
防給付の利用に係る適切な理解が困難防給付の利用に係る適切な理解が困難である状態

○ 「認知症高齢者の日常生活自立度」が概ねⅡ以上の者であって、一定の
介護が必要な程度の認知症があるもの。

○ その他の精神神経疾患の症状の程度や病態により、新予防給付の利用に
係る適切な理解が困難であると認められるもの

現行の「要支援者」、または「要介護１」に相当するもののうち、「廃用症候群」に該当しない状態像を
有するものを中心に新予防給付の適切な利用が見込まれないものを除外する。







廃用の程度を判断するための調査項目廃用の程度を判断するための調査項目

新しく追加される項目新しく追加される項目

日中の生活について日中の生活について

外出頻度について外出頻度について

家族・居住環境、社会参加の状況などの変化に家族・居住環境、社会参加の状況などの変化に
ついてついて

既存の調査項目の判断基準を若干修正する項目既存の調査項目の判断基準を若干修正する項目

移動移動

歩行歩行



１０－１１０－１ 日中に生活について、あてはまる番号に一つだけ○印をつけてください。日中に生活について、あてはまる番号に一つだけ○印をつけてください。 ⇒１０⇒１０

１０－２１０－２ 外出頻度について、あてはまる番号に一つだけ○印をつけてください。外出頻度について、あてはまる番号に一つだけ○印をつけてください。 ⇒１０⇒１０

１０－３１０－３ 生活の不活発化の原因となるような家族・居住環境、社会参加等の状況の変化につ生活の不活発化の原因となるような家族・居住環境、社会参加等の状況の変化につ
いて、あてはまる番号に一つだけ○印をつけてください。いて、あてはまる番号に一つだけ○印をつけてください。 ⇒１０⇒１０

１．よく働いている ２．座っていることが多い ３．横になっていることが多い

１．週1回以上 ２．月１回以上 ３．月１回未満

１．ない ２．ある



３）３）介護給付介護給付なしなし週１回以上週１回以上横に横に一部介助一部介助

２）２）介護給付介護給付※※週１回以上週１回以上座って座って

２）２）介護給付介護給付※※週１回以上週１回以上横に横に全介助全介助つかまれば可つかまれば可

１）１）介護給付介護給付※※※※※※※※できないできない

適用原則適用原則給付種類給付種類
環境等の環境等の

変化変化
外出頻度外出頻度日中の生活日中の生活移動移動歩行歩行

（「※」は上段の調査項目の調査結果の全ての場合が該当するという意味）


